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三
鷹
市
大
沢
に
、
都
心
か
ら
天
文
台
が

移
転
し
て
き
た
の
は
大
正
13
年
、
今
か
ら

85
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
首
都
で
あ
り
大

都
会
の
東
京
に
あ
っ
て
、
月
や
星
や
太
陽

が
あ
ざ
や
か
に
観
測
で
き
、
し
か
も
森
も

残
る
研
究
教
育
拠
点
と
し
て
三
鷹
は
選
ば

れ
た
の
で
す
。

そ
の
天
文
台
が
、
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
自
然
科
学
研
究
機
構「
国
立
天
文
台
」

と
し
て
改
組
さ
れ
て
、
昨
年
末
に
20
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

近
年
、
三
鷹
市
と
国
立
天
文
台
は
さ
ま

ざ
ま
な
協
働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て

い
ま
す
。
内
閣
府
の
指
定
を
受
け
て
科
学

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
の「
科
学
人
財
．
．

」

を
育
成
す
る
地
域
再
生
計
画
や
、
三
鷹
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
で
の「
星
の
ソ
ム
リ
エ
」

の
育
成
や「
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
パ
ブ
」

の
展
開
で
協
働
し
た
り
、
ま
た
今
年
の
夏

に
は
、
国
立
天
文
台
の
旧
官
舎
を
復
元
し

て
つ
く
る「
星
と
森
と
絵
本
の
家
」も
開

設
の
予
定
で
す
。

今
年
は「
世
界
天
文
年
」で
す
。
ハ
ワ

イ
の
す
ば
る
望
遠
鏡
で
の
観
測
を
支
援

し
、
世
界
最
先
端
の
太
陽
研
究
や
四
次
元

デ
ジ
タ
ル
宇
宙
映
像
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開

発
を
し
て
い
る
国
立
天
文
台
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
協
働
を
通
し
て
、「
天
文
台
の
あ
る

ま
ち
・
三
鷹
」の
魅
力
を
、
さ
ら
に
実
感

し
て
い
た
だ
く
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

三
鷹
か
ら
宇
宙
に
開
か
れ
た
窓
を
通
し

て
、
皆
様
に
は
何
が
見
え
ま
す
か
？

三
鷹
市
長

市長コラム

市長のメッセージ、活動記録、部課長コラム、新着情報などをお届けします。登録は、三鷹市ホームページまたは携帯サイトからどうぞ。

新春恒例！三鷹市消防団出初式 …………2

成人おめでとう！2009年成人を祝福するつどい …2

年始（1月4日（日）まで）の診療はこちらへ…2

みたか市民フォーラム～男女平等参画について考える～…3 
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「
天
文
台
の
あ
る
ま
ち
・

三
鷹
」
の
魅
力

新春対談　4・5面
太宰治の長女として三鷹に生まれた津島
園子さんと清原市長が、太宰治の思い出
と三鷹の文化事業について語ります。
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世界天文年2009のイベント

2009年1月1日午後8時ごろに三鷹市で見つけやすい天体

国立天文台などが「世界天文年2009日本委員会」を組織し、全国で天文イベ
ントを繰り広げます。
国立天文台／世界天文年2009推進室@34-3689・I34-3800・ secretariat

@astronomy2009.jp
問�

行ってみよう、天文台で天体観測！

国立天文台では毎月2回、構内の天体望遠鏡を無料開放して天体観望会を実
施しています。口径50cmの大型望遠鏡で見る、生きた宇宙の姿は圧巻です。
毎月第2金曜日、第4土曜日の午後6時30分～7時30分（10～3月）、午後7時

30分～8時30分（4～9月）受付
国立天文台天文情報公開センター広報普及室@34-3688（月曜～金曜の午前

9時から午後6時）
問�

日�

●「君もガリレオ」プロジェクト
口径4cmの手作り望遠鏡キットで、400年前のガリレオの観測を再現しま
す。くわしくは http://www-irc. mtk.nao.ac.jp/̃webadm/Galileo/へ。

●映像素材「星界の報告」の上映
400年前のガリレオの体験と感動を再現した映像作品を、全国のプラネタ
リウムや科学館で上映します。

●7月22日は今世紀最大の皆既日食！
46年ぶりに奄美大島周辺で皆既日食が、本州でも広い地域で部分日食が観
測されます。全国の小・中・高校生に観察キットを配布して、観察会を開催
します。
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●1大正15（1926）年に建設された大赤道儀室（星空はイメージです）。
●2国立天文台定例観望会の様子。
●3ちょうこくしつ座の銀河（平成8年10月15日撮影）
●4三鷹で撮影された満月（平成13年7月5日撮影）

2009年は世界天文年

その昔、ガリレオは口径わずか4cmの手製の望遠鏡で宇宙を
観測しました。その最初の観測からちょうど400年の今年は
「世界天文年2009」です。スローガンは「宇宙～解き明かすの
はあなた」。三鷹にある国立天文台でもさまざまなイベントを開
催します。さあ、都会でも星が見やすくなるお正月。今夜は日
常の忙しさを忘れて、夜空を見上げてみませんか。
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